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地域通貨「たま」




～アクセミールハート～
　僕らが訪れたのは小田急線向ヶ丘遊園駅の目の前、
　アトラスタワー向ヶ丘遊園の２階にある、
[image: image2.wmf]　『アクセミールハート』というカウンセリングルームです。
　こちらの『アクセミールハート』さんと同じ建物内には
　『登戸ドレスメーカー学院』があり、
　招いていただいたお部屋も同学院の教室でした。
　今回、地域通貨「たま」の取材としてお会いしたのは
　『アクセミールハート』代表の伊藤EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(わかこ),稚子)さんです。
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　伊藤さんに名刺をいただき驚きました。
　名刺に書かれた肩書きが伊藤さんの様々な顔を表しています。
伊藤さんのひとつの顔は登戸ドレスメーカーの校長先生。
もうひとつが、カウンセリングルーム『アクセミールハート』の、
臨床心理療法士としての顔です。
　伊藤さんは、この『アクセミールハート』で、
　心に不安や傷を持ち、社会の波の中で立ち尽くしてしまった人を、
　明るい道へと抜け出す手助けをしています。
　なかなかひとりでは解きほぐせない問題を一本一本抜き取り様々な糸を並べ、
　本人に伝えることで、おのずと解決に導かれるそうです。
　しかし、こういったカウンセリングルームが存在しながら、
　まだ地域ではよく知られていない現状があります。
　そんな中、伊藤さんは「たま」の活動を知りました。
　地域に根をおろし、地域の役に立っているという意識と
　触れ合いの中で楽しみが芽生えたそうです。
　そして、伊藤さん自身が、「たま」で交換できることを考えてみたところ、
　それは心理カウンセリングでした。
　
　現在のところ、まだ『アクセミールハート』さんでは
「たま」を使って利用したお客さんはいませんが、
　今後、伊藤さんは、『アクセミールハート』が
　地域の心のオアシスであるという認識を広めるとともに、
「たま」が使えるという馴染みやすさによって
　ひとりでも多くの方の支援ができるようにしていきたいと考えています。
なお、今後はグループ単位の自己カウンセリングを学ぶ会などでも「たま」の受け入れをお考えのようです。

「たま」を使って
　地域で触れ合いながら
　心のケアもいかがでしょうか!!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤さんと３ショット
